



































ているということが、よけいに外側の凄い力を自分のほうに引き寄せる。そういうつながり方を最善というのはおかし けれども、こういう世の中だったら、一番 然な姿じゃないかという気があるのです。その意味でだらしのない関係だ か、崩れた関係だとかを描いたつもりは全くないのです。それだけは確かです。
　
こう述べた古井は、 「頽廃から免れたひとつの男女の関係を書いた」と確信している。以後、この夫婦の関係をあ























した夫婦である寿夫と礼子 中学を出て上京したばかりのヒロシ。 夫婦よりかなり年のいった老婆。 四人 ジェンダーと年齢の面で夫婦を中心に対称性がある。さらに、夫婦である寿夫、礼子に対して ヒロシと老婆は（後者に関しては少なくともテクスト内では）ともに独り身である。礼子とヒロシは同郷であり、老婆 寿夫 もに来歴は不明であることによって相同性があ 。寿夫、礼子、ヒロシは、それぞれの形で老婆に「勧誘」されている状況を共有しているし、玲子とヒロシはともに病気の を助けている。　
結論を先取りすれば、こうした構造性によって成り立つテクストの主題は、確かに主客の反転あるいは主体の「揺























方公共団体による住宅供給公社の設置がなされる。勤労者や若い世代に向けて多くの団地（集団住宅）が建てられることとなり、そして多くの宅地が整備供給されるようになる。住宅着工統計が始まった昭和二六（一九五一）年には四九七六戸だった一戸建の着工数は、一九六〇年代後半から急増し、一九七二年には一万七千戸に達した ただ この年に見られる急増はさきの「列島改造計画」の影響もあ ことを考えると、丁度テクスト発表時の頃までが第一期目のピークであったと考えてよいだろう。　
昭和四三（一九六八）年頃からは、鉄道沿線の開発が盛んになり、いわゆ























































音ではあるが、それは長く続くことはない。しかし、隣家の住人たちが町に繰り出してしまった後、アパートから聞こえてくるテレビの音は、音量こそ互いに気を遣っ い ものの、その音声 彼らが寝るその時まで続き まさに生活と密着した様な粘着さからくる悪印象を寿夫に感じさせる。　
テレビ放送は昭和二八（一九五三）年に国営のＮＨＫと民放の日本ＴＶで始


















































































































































































































































































































































































































































































　「淫ら」とは「淫靡」と同様、寿夫や礼子にとって、夫婦というシステムの通底音の様に響き続けた言葉だ。風呂に入った寿夫は、さっき礼子がとってい のと同じ格好（胎児の姿勢）をしな ら、身体感覚 溶解させ、周囲の音だけを聞く主体となっていった。
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